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当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

 環境・

経済

生物多様性への

配慮

　①(1)ストレスチェックの実施

　　 (2)健康診断の年度平均受診率の向上

　②(1)2025年度までにストレスチェックの

　　　　 実施率100％

　　 (2)2025年までに健康診断の

　　　　 平均受診率100％

　①(1)過剰包装の廃止

　　 (2)環境配慮型製品の導入

　②(1)2027年までに各社が必ず1種類以上の

　　　　 製品・サービスで実現し、組合会にて発表

　　 (2)2027年までに各支部で協力し、必ず

　　　　 1種類以上の製品・サービスで実現し、

　　　　 組合会にて発表

徳島県畳商業組合

理事長　　寺奥　佳生

SDGs宣言書

SDGsのゴール

　①(1)事業継続計画(BCP)の策定

　　 (2)食糧・飲料水の備蓄

 環境・

社会・

経済

災害・事故・

事業リスクの

未然防止

災害や事故等の

有事においても、

事業を復旧・継続するため、

対応し得る万全の準備を

行います。

心身共に健康で、

働きがいをもって働けるよう、

社員の健康の維持に

努めるとともに、持続可能な

働き方の実現を

サポートします。

持続可能な社会の

実現のため、自社の

事業において

生物多様性への

配慮に努め、取組みを

推進します。

地域の高齢者が生き生きと

暮らせるように、高齢者が

定年を超えても継続して

働ける機会を創出します。

社会

従業員の

ウェルビーイングの

向上

　②(1)2025年までに災害時の相互協力体制を

　　　　整えるため、策定したBCPを組合員全員へ

　　　　周知

　　 (2)2023年までに南海トラフ大地震や洪水等

　　　　リスクに備えるため、組合員全員分を備蓄

　①(1)高齢者の再雇用制度を就業規則にて

　　　　　制定

　 　(2)シニア人材の専門性・技術ノウハウの継承

 社会・

経済

シニア人材の

活用
　②(1)2027年までに疾病リスク・業界の

　　　　　高齢化を考慮した規程・方針に見直し、

　　　　　組合会にて発表

　　　(2)年２回ワークショップ交流会を開催し、

　　　　生涯現役でものづくりができる仕組みを推進

ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，
2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され，地球
上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。


